
6 月 29 日に勿来工場へ赴任して参りました。昨年還
暦を迎え今年 61 歳になります。昭和 58 年から勿来
工場に 3年間おりました。そして工場を離れ製品を
販売する営業を担当していました。入社した当時は
十條製紙でその後日本製紙になりましたが紙の需要
は厳しい状況です。そこで今取り組んでいるのがナ
ノファイバーです。石巻工場に大きなプラントを建
設中ですので何かの機会にご紹介できればと思いま
す。どうぞ宜しくお願い致します。
◎幹事報告－岩元義春副幹事
・昨日から地区大会の案内を送信しておりますが、文
書に間違いがありご迷惑をおかけ致しました。申し
訳ございませんでした。地区大会への参加宜しくお
願いします。
・いわき小名浜ロータリークラブより週報が届いてお
りますので回覧します。
・国際ロータリーガバナー事務所より地区名簿事務所
開設のご案内が届いております。
・ガバナー事務所より公式訪問における会長幹事に対
する質問事項が届いております。
・岡崎南ロータリークラブより年次計画書が届いてお
ります。回覧中です。
・7月 10 日前期地区委員会に出席された鈴村副会長、
鈴木雅之会員、嵐会員、髙萩会員大変ご苦労様でし
た。
・7月 16 日事務局員研修が行われます。事務局の金
成さん宜しくお願いします。
・なこそ夏まつり 2016 開催のご案内が届いており、
冨澤会長と岩元の 2名で出席予定です。
◎各委員会報告
◇出席委員会－押田小委員長
　本日の出席状況は下記の通りです。なお、本日は
出席奨励賞を差し上げたいと思います。名前を呼び

◎会長報告－冨澤藤利会長
　皆さん、今日は。まず、7 月 7 日にワシントンホ
テルで開催されました第 2回の会長幹事会について
です。議題はガバナー公式訪問についてです。スケ
ジュールは昨年と同じ内容で進めたいと思います。
当クラブへは 8月 3 日 9 時 30 分からガバナーをお迎
えし行いたいと思います。次にガバナー歓迎会の確
認ですが 6 月 22 日㈫の例会で報告した通り 8 月 25
日㈭ワシントンホテルで開催されます。詳細につい
ては後日文書で皆さんへ連絡致します。続いて熊本
震災支援について会長幹事会で審議致しました。詳
細については決まりましたらお知らせします。次に
年度方針と活動計画については先日お話をしており
ます。また、定款と細則についても 3年に 1 度見直
しを行うことを先日の理事会で確認しました。それ
から本日から日本製紙の大市哲也さんが例会にお見
えになっております。後程ご挨拶を頂戴したいと思
います。
◎新入会員紹介－冨澤会長
　大市哲也さんをご紹介致したいと思います。大市
さんは昭和 30 年 11 月 6 日生まれ、出身は東京です。
昭和 54 年に明治大学商学部を卒業、十条製紙に入社
されました。平成 25 年執行役員に就任し紙パルプ事
業部長、平成 28 年勿来工場長として赴任されており
ます。趣味はゴルフ、スポーツ観戦、読書です。好
きな言葉は挑戦ということで私も好きな言葉です。
◎新入会員挨拶

日本製紙㈱勿来工場長
大市　哲也 様

　只今、ご紹介を頂きました大市
です。この度ロータリークラブへ
入会させて戴くことになりまし
た。どうぞ宜しくお願いします。

　　一年を回顧して　
　　　　鈴木雅之直前会長

  

出席状況 正会員数　　　　　   54 名　　　　本日出席会員数　　　　　   49 名
 本日の出席率　　    75.5％　　　　修正出席率　　  　　　　　79.6％
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ますので前の方へどうぞ。髙木孝道会員、岩元義春
幹事、高田暁会員、高橋伸安会員おめでとうござい
ます。

◇スマイルボックス委員会－富岡小委員長
・前会長並びに役員の御苦労に感謝して。
斉藤、邉渡（國）、荒川（義）、富岡、山下、川口、生駒、
関川、藤田、大平、金成、赤津（善）、渡邉（公）、
各会員及び冨澤会長、佐藤政司会長エレクト、鈴村
副会長、岩元幹事、小熊副幹事
・本日より入会させて戴きます。　　　大市哲也会員
・前年度は大変お世話になりました。

鈴木（雅）直前会長
・出席奨励賞ありがとうございました。

高田、高橋、髙木各会員及び岩元幹事

◎一年を回顧して　　鈴木　雅之直前会長

　地域に根差す伝統あるいわき勿来
ロータリークラブ第54代会長として
職務を全うできましたことは、会員
皆様のご支援ご協力の賜物であると
衷心より厚く御礼申し上げます。特
に、私の想いを汲み取り事業遂行に

当たって頂いた斉藤隆幹事には深く感謝申し上げま
す。
　この 1年は、もう水曜日、もう水曜日と、あっと
言う間に過ぎ去った感じです。
　48 回開会しました例会を楽しみながらも無事に終
えた今、私自身、感慨深いものがあります。そして、
充実した一年を過ごせたと嬉しく思うと同時に、会
員の皆様にはご苦労をお掛けしたものと反省するこ
とも多々ございます。
　K.R. ラビンドラン 2015 － 2016 年度 RI 会長が、「世
界へのプレゼントになろう」とテーマを掲げたこと
を受け、私は常に、ラビンドラン会長が云う“人は
地位や身の上にかかわらず才能、知識、能力、努力、
そして献身と熱意など、誰でもが誰にでも与えるこ
とのできるもの”とは何かを考え、これらを社会貢
献としてプレゼントする意義をロータリー活動に求
めてまいりました。また、酒井善盛ガバナーが提唱
する地区目標として「原点回帰」を念頭におき、更に、
東日本大震災から 5年が経過する節目の年であるこ
とから勿来の地から元気を発信したいという想いに
駆られながら、事業計画を立て事業を推進してまい
りました。
　振り返っての実績は、豊富な知識と経験あるロー
タリアン諸兄の努力によって、年度当初の会員に 5
名の仲間を増やし、姉妹・友好クラブとの活発な交
流や衛星クラブについての議題を含めた数々の建設
的な議論を交わしたことなど、クラブの活性化が促
進されたと思っております。

　例会は、ＳＡＡとプログラム委員会の皆様が情報
を密にとって頂いたことから楽しい運営ができまし
た。親睦活動は、韓国ソウルで開催された国際大会
への参加を初め、観月会、クリスマス家族例会、観
桜会、地区大会、地区・分区・クラブ間交流のゴル
フコンペなど、楽しい企画を催して頂きました。
　そして、数ある事業の中でも忘れることができな
いのは、６月１２日「いわき勿来ロータリークラブ
の日」の開催です。本事業は、クラブの認知度を高
めることを目的に、第１部は鮫川河川敷公園で熱気
球体験搭乗「なこそロータリー・バルーンフェスタ
2016」、第２部は勿来市民会館で公開例会と考古学の
権威 吉村作治氏を招いての基調講演、テーマを「輝
け ぼくたち わたしたちの 未来」に２部制で行いま
した。
　第１部の熱気球体験搭乗は、ＮＰＯ活動法人 熱気
球運営機構の協力で、公園内に全長 20 ｍの巨大な熱
気球４機が早朝から稼働し、強風による中止までの
間、家族連れなど約 350 名が眼下に広がる街並みを
望みながらの空中散歩を楽しみました。
　加えて、写真コンテスト、スケッチ大会も同時開
催し多くの皆様から出展希望があり例会に於いて会
員による審査会を催しました。
　第２部の公開例会は、通常例会同様に点鐘で始ま
りました。来賓、一般の市民の方々を含め約 350 名
が参加するなか会長報告、実行委員長 渡邉公平会員
の挨拶、岩城光英法務大臣、吉野正芳代議士の来賓
祝辞、続いて各委員会報告が行われました。
例会終了後の基調講演では、東日本国際大学学長で
早稲田大学名誉教授の吉村作治氏が「古代から現代
に　そして　未来へと続く　夢のバトン」をテーマ
に行いました。同事業は盛会裏に終了したのですが、
心残りは周知期間が短かったこともあり会場を満員
にできなかったことです。
　留学生の支援としては、昨年８月、地区補助金を
活用して神田外語大学に在学する西田藍さん（いわ
き市金山町出身）をアメリカ・ワシントン州エドモ
ンズ・コミュニティ・カレッジへの留学支援を行い
ました。西田さんは、元気に６月下旬に帰国し同月
29 日の年度末例会に出席され帰国報告を行いました。
　反省点としては、今後のクラブ運営の参考になれ
ば思っておりましたクラブ定款・細則に係るアンケー
ト調査ができず冨澤年度にまたがってしまうことや
ICTの推進としてMy Rotary への登録会員数 50％を
目指しておりましたが結果は未達でした。
　結びに、渡邉公平会員裕子令夫人に毎例会の度に
会場に素敵な花を添えていただき、例会場を盛り上
げて頂き誠にありがとうございました。いわき勿来
ロータリークラブの会長としての経験と、酒井善盛
ガバナー、地区役員の方々、中田博道いわき分区ガ
バナー補佐、いわき分区の会長幹事の皆様との出会
いや交流は、私の人生の糧となるものです。
　会員の皆様とご家族の皆様には、一年間大変お世
話になりましたこと、衷心より感謝と御礼を申し上
げます。

以上


